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福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積90.83㎢ ■人口1,829人（11月1日現在）
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感動再び届ける

12 区を走った菅家功さん。三島が単独
出場していた時以来 15 年ぶりの出場と
なった。菅家さんは「もう一度走りたい
と思い続けていた。タイムは不満だが
15 年間の念願がかなった」と話しました。

合同チーム「希望ふくしま」総合33位相当（参考記録）
当町から菅家功さん（安積二中教諭・高清水）、北舘亮さん（役場・西方）が出場

1_ 只見川第一橋梁を走るＪＲ只見線
2_ 女優の木村文乃さん
3_ＣＭに出演した「奥会津写真家集団写好景嶺」のメンバーの皆さん
©東日本旅客鉄道株式会社

三
島
町
が
Ｃ
Ｍ
の
舞
台
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本「
行
く
ぜ
、東
北
。」

11
月
か
ら
12
月
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
で
放
映

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
東
北
復
興

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
行
く

ぜ
、
東
北
。」
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

に
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
起
用
さ
れ
、

名
入
地
内
で
10
月
に
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
女
優
の
木
村
文
乃

さ
ん
と
写
真
ク
ラ
ブ
「
奥
会

津
写
真
家
集
団
写
好
景
嶺
」

の
メ
ン
バ
ー
７
人
が
共
演

し
、
絶
景
の
中
を
走
る
只
見

線
を
撮
影
す
る
内
容
で
、
11

月
25
日
か
ら
12
月
14
日
ま

で
、
東
北
六
県
を
は
じ
め
関

東
地
方
、
新
潟
県
、
長
野
県

で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
現
在
も
会

津
川
口
～
只
見
間
で
代
行
運

転
を
し
て
お
り
、
未
だ
全
線

復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
来
春
は
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
控
え
て
お
り
、
今

回
の
Ｃ
Ｍ
と
併
せ
、
只
見
線

の
利
用
拡
大
や
観
光
客
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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2 3

区間・距離 選　手 年齢・学年・所属等 町村 区間記録 区間順位
1区 4.0㎞ 三　瓶　佳　純 にいがた製菓・調理専門学校1年 湯川 15′04″ 38位
2区 8.2㎞ 遠　藤　史　彬 会津高2年 湯川 27′38″ 27位
3区 5.8㎞ 三　瓶　将　哉 川内中2年 川内 19′54″ 30位
4区 7.3㎞ 渡　邉　岳　之 27歳・JA会津みどり 湯川 24′14″ 22位
5区 6.7㎞ 遠　藤　健　次 川内中3年 川内 24′49″ 40位
6区 8.3㎞ 柳　沼　晃　太 29歳・葛尾村役場 葛尾 28′13″ 28位
7区 5.2㎞ 猪　狩　拓　未 川内中2年 川内 18′37″ 31位
8区 4.1㎞ 渡　部　翔　太 金山中2年 金山 15′09″ 41位
9区 3.0㎞ 小　林　　　栞 湯川中2年 湯川 12′09″ 30位
10区 9.3㎞ 鈴　木　貴　人 36歳・遠野高教諭 湯川 32′06″ 43位
11区 3.9㎞ 柏　木　芽　依 湯川中2年 湯川 16′52″ 43位
12区 7.0㎞ 菅　家　　　功 46歳・安積二中教諭 三島 25′04″ 32位
13区 4.8㎞ 西　山　　　望 小野高1年 川内 17′05″ 30位
14区 5.7㎞ 中　丸　凌　太 川口高3年 金山 19′36″ 22位
15区 3.4㎞ 栗　田　　　爽 金山中2年 金山 15′08″ 48位
16区 8.4㎞ 北　舘　　　亮 35歳・三島町役場 三島 29′24″ 43位
全長 95.1㎞ 5◦ 41′02″　総合 33位相当（※合同チームのため参考記録）

7 町村合同チーム「希望ふくしま」の大会結果

　第26回ふくしま駅伝は11月16日、白河市から福島市まで中通りを縦断す
る16区間、95・１㎞のコースで開催されました。当町は去年に引き続き、合
同チーム「希望ふくしま」の一員として参加。菅家功さん（安積二中教諭・
高清水出身）が大玉村・イイジマ前から二本松市役所まの12区、北舘亮さん
（役場・西方）が福島大学入口から福島県庁前ゴールまでの16区を走りました。
　選手団と実行委員など80人の体制で大会に臨み、当町からも事務局のほ
か、スポーツ推進委員6人が選手がベストを出せるように尽力しました。また、
板橋瑞樹くん（滝原・三島中3年）は補欠選手として選手をサポートしました。
　各選手がふるさとの復興を胸に全力で走り、昨年より総合タイムを1分11
秒縮め、順位も一つ上げ 33位相当でゴールしました。 県庁前にゴールした主将の北舘亮さん（16 区）

13 県立宮下病院から／保健・子育て・健
康づくり予定／地域ふれあいサロン予
定／町の人口と世帯

16 三島町文化祭

12 広島市土砂災害に義援金／農業委員
に二瓶豊さん／ご寄附

こんにちは。協力隊です。Vol.1411
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「
雪
国
の
手
仕
事
を
再
生
し
た

生
活
工
芸
と
日
本
一
の
会
津
桐
」、

「
住
民
の
暮
ら
し
に
根
付
く
民
俗

行
事
」
が
登
録
資
源
と
し
て
認
め

ら
れ
、
平
成
24
年
度
に
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
し

て
か
ら
、
今
年
の
10
月
で
2
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

連
合
に
加
盟
し
た
目
的
は
、
自

ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
生
活

の
営
み
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
景
観

や
文
化
を
守
り
、
活
用
す
る
こ
と

で
観
光
的
な
付
加
価
値
を
高
め
、

地
域
資
源
の
保
護
と
経
済
の
発
展

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は「
美
し
い
町
づ
く
り
」

と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
美
し
い
町
づ
く
り
を
行
う
た

め
、地
区
や
学
校
と
連
携
し
て「
花

植
え
運
動
」
を
実
施
し
、
身
近
な

景
観
美
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

身
近
な
活
動
の
積
み
重
ね
で

「
美
し
い
」
町
づ
く
り

　

県
内
で
初
開
催
と
な
る
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
10
月
1
日
か
ら
3
日

ま
で
北
塩
原
村
で
開
催
さ
れ
、
町

長
の
ほ
か
、
町
民
を
代
表
し
町
議

会
議
員
や
、
６
地
区
の
区
長
が
参

加
し
、
加
盟
町
民
同
市
が
交
流
す

る
こ
と
で
、
町
民
同
士
の
結
び
つ

き
を
深
め
ま
し
た
。
会
場
で
は
町

観
光
協
会
が
出
展
し
、
町
の
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

合
わ
せ
て
県
内
の
加
盟
町
村
で
あ

る
北
塩
原
村
、
飯
舘
村
と
共
同
で

福
島
民
報
と
福
島
民
友
に
全
面
カ

ラ
ー
の
広
告
を
掲
載
し
、
県
内
に

三
島
町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

NPO法人「日本で最も美しい村」連合
フランス発祥の活動を模範として2005年に設立。小さ
くてもオンリーワンを持つ農山村が加盟し、美しい村の
シンボルマークを目印として、将来にわたって美しい日
本を残すことを目指す。加盟には審査があり、承認さ
れない場合もある。代表は北海道美瑛町の浜田哲町長
ホームページ http://www.utsukushii-mura.jp/

北
塩
原
村
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
議
員
・
区
長
ら
20
人
が
参
加

　

連
合
の
各
種
会
議
な
ど
へ
の
出

席
を
通
じ
て
、
加
盟
町
村
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
施

策
や
課
題
な
ど
様
々
な
情
報
を
共

有
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
９
月
に
は
連
合
加
盟
町

村
の
山
形
県
飯
豊
町
の
道
の
駅
に

お
い
て
、観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

三
島
産
会
津
地
鶏
、
桐
炭
商
品
な

ど
を
販
売
し
な
が
ら
、
町
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
飯
豊
町
民
を
は
じ
め

来
館
者
の
方
々
に
町
を
知
っ
て
も

ら
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
連
合
加
盟
町
村
が

連
携
し
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
各
地
区
で
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
景
観
の
美

化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

積
み
重
ね
が
美
し
い
町
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
町
を
守
る
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
そ
の
も
の
が
町
の
美
し
さ

で
あ
り
、
町
の
誇
り
で
す
。

加
盟
町
村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

山
形
県
飯
豊
町
で
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ

各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

清
掃
活
動

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

今
年
で
加
盟
か
ら
２
年
が
経
過

大谷地区の方々によって植えられた道路沿いの花。地区内がきれいな花で彩られた。
「美しい村」のロゴマークの看板は桐製で、生活工芸館の木工指導員によって作られた。

　

町
が
連
合
に
加
盟
し
た
こ
と
に

対
す
る
周
知
活
動
と
し
て
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

町
の
封
筒
や
観
光
案
内
看
板
な
ど

に
、「
美
し
い
村
」
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
使
用
し
、
美
し
い
村
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
町
内
外
に
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
美
し
い
村
」
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
目
印
に
、
町
が

将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
で

あ
り
続
け
る
決
意
の
表
れ
で
も
あ

り
ま
す
。

町
の
封
筒
、
国
道
沿
い
案
内
看
板

に
連
合
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用

1_写真左から菅野飯舘村長、二瓶町長、今年度加盟した大玉村の押山村長、
小椋北塩原村長がフェスティバルに福島から復興の宣言を行った。2_観光協
会がフェスティバルで物産ＰＲを行った　3_10月1日付けの福島民報と福島民
友に掲載された広告記事　4_フェスティバルには議員と6地区の区長が参加
し交流を深めた。

1

23

4

国道沿いに設置された看板 ロゴマークを印字した町の封筒

飯豊町の道の駅で行われた観光物産ＰＲ

写真上 _ 大谷地区の花植えの様子
写真左 _ 三島小の3・4年生が宮下地区
の方々とデマンドバス停留所に飾るプラ
ンターの花植えを行った2014.12 広報みしま 45 広報みしま 2014.12



身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

みしまの出来事
TownNews8

ハロウィンの仮装をして町内を歩いた子どもたち

　三島保育所の子どもたちによるハロウィンパレードは 10
月 31 に行われました。子どもたちはハロウィンにちなんだ
手作りの衣装を着て、宮下町内の商店などの店先で「トリッ
ク オア トリート！（お菓子をくれないと、いたずらするぞ）」
と元気よくかけ声をかけました。地区の方々はかわいく変装
した子どもたちに目を細めて、お菓子を手渡しました。

とんがり帽子やマントで仮装
三島保育所でハロウィンパレード

万華鏡づくりの様子を見学する参加者の方々

　学校支援実践研修会は 11 月 20 日、町民センターで行わ
れました。この研修会は全会津から関係者が参加し、学校
支援事業や放課後支援事業の先進的な取り組みを見学し、
実践に役立てる目的で実施されています。
　研修会では町の放課後子ども教室「きりの子隊」の事例
が発表され、その後、参加者らは二瓶厚さん（名入）が子
どもたちに万華鏡作りを教える様子を見学しました。

学校・家庭・地域の連携を目指して
学校支援実践研修会で「きりの子隊」を紹介

森の校舎カタクリで行われた味噌づくり体験の様子

味噌、きな粉づくりを体験
町観光協会の田舎暮らし体験ツアー

　今年度の 5 回目の田舎暮らし体験ツアーは 11 月 22 日・23
日に行われ、県内外から 12 人が参加しました。今回は森の校
舎カタクリで参加者を受け入れ、味噌づくりや、きな粉づくり
などを昔ながら方法で体験しました。2 日目の朝には西隆寺に
て遠藤住職の指導のもと座禅体験を行いました。参加者から
は「一年後に自分の作った味噌が届くのが楽しみだ」「皆さん
と触れ合えたことが楽しかった」などの声が寄せられました。

バーナーで額に焼き色を付ける生徒たち

　三島中 1 年生は 11 月 19 日、生活工芸館で桐の額を作りま
した。この額は来年の立志式でもらう立志証書を飾るための
もので、美術の授業課程の中で実施したものです。
　同月 11 日、三島中で桐を接着し乾燥させておいた額を、ガ
スバーナーで焼き色をつけ、仕上げまでを行いました。
　来年の立志を迎える自分の姿を想像しながら、生徒たちは
丁寧に自分の額を作り上げました。

来年の立志式に想いをこめて
三島中 1 年生が工芸館で桐の額作り

ふるさと三島を懐かしむ
首都圏三島会　第 38 回総会

　首都圏在住の当町出身者の会、首都圏三島会の第 38 回総会
は 11 月 8 日、東天紅上野店（東京都台東区）で開かれ、会員
40 人が出席しました。当町からは二瓶町長、矢澤教育長、担
当職員のほか町議会議員が 7 人出席しました。二瓶町長から渡
部保男会長（高清水出身）に補助金が手渡されました。総会後
に懇親会を開き、再会を喜び語り合いました。最後に恒例の盆
踊りを行い、ふるさと三島を懐かしみました。 当町出身者が集い、親睦を深めた首都圏三島会総会宮下活性化センターで行われた収穫祭

　みやした蕎麦と豆腐の会は、11月21日、宮下活性化センター
で収穫祭を開き、宮下・荒屋敷地区が取り組む「そばの花でいっ
ぱいの景観づくり運動」の応援団の方々が参加しました。
　この日ふるまわれたそばは、宮下地区の遊休農地で栽培さ
れ、同応援団の協力で、種まきやそば刈り、脱穀されたもの
です。収穫祭では打ちたての新そばと手作り豆腐がふるまわ
れ、自ら栽培したそばを堪能しました。

みんなで栽培したそばは格別の味
みやした蕎麦と豆腐の会が収穫祭を開催

今年で3回目の開催、間方地区の方々が参加をもてなした

紅葉の志津倉山で巨木に出会う
かしゃ猫ロードトレッキング

　志津倉山の豊かな森を歩く、かしゃ猫ロードトレッキング
大会は 11 月 2 日に開催され、県内外から訪れた約 50 人が参
加しました。間方地区の皆さんでつくる「美女帰の里まがた」
の主催、町観光協会の共催で今年３回目の開催となりました
た。ブナの巨木や、かしゃ猫伝説が伝わる「猫啼き岩」など
見所を歩き、下山後は集会所で昼食会を開き、かしゃ猫伝説
の紙芝居も披露され、交流を深めました。

来場者に鉄道の魅力を伝える中井精也氏

写真で只見線の魅力を伝える
中井精也氏のトークショーに大勢の来場者

　鉄道写真家の中井精也氏のトークショーは 11 月 8 日、町民
センターで行われ、多くの写真愛好家が来場しました。
　トークショーは奥会津五町村、県、民間団体が只見線の魅
力発信と観光誘客の拡大をはかる「ゆる鉄キャンペーン」の
一環として行われたものです。
　トークショーでは中井氏の作品がスライドショーで紹介さ
れ、参加した方々は鉄道写真の魅力を満喫しました。
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町民記者通信 　町民記者通信は、交流センター山びこのホー
ムページ「ゆるいばた」にも掲載しています
のでご覧ください。http://www.yuruibata.jp/

　11月 22日、多賀神社において地区恒例の「刈り上げ」の行
事が行われました。毎年、旧暦の10月1日に五穀豊穣に感謝の
意を込めて行われています。
　まだ暗い午前 5時、神社総代と氏子代表により、事前に神社
境内中央に積み上げられた木に点火すると、各家々から前日に
ついた餅を焼いて持ち帰ります。参拝者は焼いた餅を食べなが
ら、今年一年の五穀豊穣に感謝するとともに無病息災を祈願し
ていました。

文・写真　町民記者　角田陽市さん（大登）五穀豊穣に感謝「刈り上げ」

　11月29日、宮下地区では今年度のまちづくりの目標の
一つである種蒔き桜遊歩道の整備を行いました。
　多くの方が散策を楽しめるように、愛宕様から種蒔き
桜、そして荒屋敷バイパスまで、伐採や草刈り、整地な
どの作業を行いました。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）種薪き桜（大山桜）遊歩道整備を行う
　11月10日、川井長寿会 (長谷川冨實男会長 )では恒例
の親睦旅行を行いました。旅行といっても遠出ではなく、
芝居の湯として名高い熱塩加納ホテルふじやをメインに、
ここで芝居見物をしたあと温泉に浸かり、懇親会を楽し
んだ後、午後は塔寺の立木観音と心清水八幡宮を参拝す
るコースをとりました。当日は会員17人が参加し、紅葉
真っ盛りの会津路を旅館送迎のバスにゆられ、ゆっくり
くつろぐことが出来てとても楽しい一日でした。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）親睦旅行で交流を深める 川井長寿会

　11月 8日、早戸地区で、会津歩こう会主催のウォーキング
大会が開催されました。約 80人の参加者が、つるの湯駐車場
を出発し、遊歩道、神々の道、山城公園、霧幻峡 (金山町三更地
区 )を回り、つるの湯に戻るコースを辿りました。
　かなり起伏の激しいコースでしたが、参加者は秋の紅葉を楽
しみました。大会の実施にあたって、早戸地区、三更地区、佐久
間建設工業（株）、（社）IORI 倶楽部、早戸温泉つるの湯がスタッ
フとして協力しました。歩き終えた参加者は、きのこ汁を食し、
ゆっくりと温泉に浸かり、歩き疲れた身体を休めていました。

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）4回目となった神々の道ウォーキング大会

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）野焼きと虫供養
　11月10日、早戸居平地区で、三島町で現在活動しているアーティ
ストの古川弓子さんによる野焼きが行なわれました。そこで、古川さ
んのワークショップの参加者が先日作った作品を焼きました。
　その後、午後1時から、同地区で古くから伝わる虫供養が行なわ
れました。佐久間弥一さんが、虫供養塔から最も遠い所から鐘を叩
きながら地区のひと達と歩き始めました。供養塔に到着すると、参
列した一人ひとりが、「駆除された虫の魂が安らかでありますように」
と祈りました。今年は、三島小学校の三年生5人も参加しました。小
学生もまた、神妙な顔つきで手を合わせていました。

　桧原農事生産組合（代表：阿部通利さん）が 8月
10日にまいたそばの刈り取り作業は、10月19日か
ら3日間行われました。当日は組合員やその家族の
方々などが集まり、寒空の中、広大な敷地のそばを
懸命に刈り取りました。
　11月16日には、最終工程の石抜き機械を通し、
袋詰め作業などを実施しました。今年のそばは昨年
同様の出来栄えで、組合員も喜んでいました。

文・写真　町民記者 佐々木　邦雄さん（桧原）桧原農事生産組合でそば刈り

　11月 9日の朝 6時より、薄暗い中恒例の春日
神社境内清掃と鳥居、灯籠冬囲い作業と周辺の
町道の落葉などの清掃が行われました。
　人足として36人が参加し、手際よく1時間ほ
どで作業を終え、これからの厳しい冬を迎える
準備ができました。山々の残雪が残る来春を皆
さん今から待ち遠しく思っているようでした。

文・写真　町民記者 佐々木　邦雄さん（桧原）春日神社境内冬囲いと町道清掃

　11月19日、宮下地区ではまちづくり応援団の皆さんが、
玉屋裏にあるアーチ3兄弟視点場で写真撮影する人や、景
観を楽しむ人の安全を守るために、重機などを使用し、手
すりを設置しました。
　手すりの設置により、安心して写真撮影や景色を楽しむ
ことができるようになりました。今後ますます多くの方が
訪れ、地区が賑わうことを期待しています。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）アーチ3兄弟の視点場に手すりを設置
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池上彰の講義の時間

高校生からわかる原子力
池上 彰 著
集英社

　3.11以後、日本はどの方向に進めばいい

のか、原子力の歴史をわかりやすく解説し

ながら、いのちや平和について考える本。

くまのコールテンくん
ドン・フリーマン　作・絵
松岡 享子 訳
偕成社

　おもちゃ売場のくまの人形を一目で好き

になり、自分の貯金をはたいて買いに行く

女の子と人形の心のふれあいを描く。

＜2010年講談社出版文化賞受賞作＞

未来ちゃん
川島 小鳥　著
ナナクロ社　

　佐渡ケ島のややひなびた風景を背景に、

駆け回り、泣き、青っぱなを垂らしている

未来ちゃんの一年間の記録写真集。

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）

　11月10日、県理容生活衛生同業組合会津方部会
では、社会福祉法人みしま、町、社会福祉協議会
などの全面的な協力を得て、「奥会津高齢者の集い」
を福寿草で実施しました。ひとり暮らしの高齢者（65
歳以上）や高齢者のみの世帯30人が集まり、散髪、
マッサージ、入浴、三遊亭圓遊師匠の落語の他、カ
ラオケなどが行われました。
　お昼にはけんちんそばやノンアルコール飲料など
が提供され、秋の一日を楽しく過ごしました。散髪、
マッサージでは会津一円から集まった理容師たちと
笑顔で会話を楽しむ姿も見られました。

「奥会津高齢者の集い」開催

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）

　11月9日、防火パレードと消防施設調査が
行われました。
　役場前を出発し、パトカー、消防車や宮下
班、間方班、大登班の消防車両などが列をつ
くり、大谷方面を皮切りに町内各地区を防火・
防災などを呼びかけながらパレードしました。
　また、各地区消防施設の調査も併せて行い
ました。

防火パレードと
消防施調査を実施

10広報みしま2014.1211 広報みしま



　人は 65 歳を過ぎると、加齢による物忘れがひど

くなってくるそうです。しかし、物忘れイコール認

知症ではありません。認知症とは、いろいろな原因

で脳の細胞が死んでしまったり、動きが悪くなった

ために、生活する上で支障が出てきたりする状態を

いいます。かつては「痴呆」や「呆け」とも呼ばれ、

打つ手がなかった認知症ですが、最近は、早く見つ

け、原因別に応じた治療や対処をすることで、進行

を遅らせることができるようになってきました。認

知症の診断は早期ほど難しく、専門の医療機関への

受診が不可欠と言われています。

　宮下病院にも、認知症の患者様が持病の悪化な

どで入院されてくることがあります。不安そうで、

落ち着かない状態だったり、いらだったりする患者

様をみると、『早く専門の先生に認知症を見ていた

だいていれば、もっと不安やイライラが少なくて済

んだのでは…。』と思うときがあります。

　もし、認知症ではないかと思い悩んでいる方がい

らっしゃれば、思い切って宮下病院の「物忘れ外来」

の受診をお勧めします。

県立宮下病院から

浅岐あったかサロン

12 月15日㊊　10：00～ 浅岐集会所

サロンないり

12 月17日㊌　10：00～ 名入集会所

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
11 月 1 日現在

人口 1,829 -9 出生 0
男 884 -5 死亡 2
女 945 -5 転入 1
世帯 821 -3 転出 8

４カ月児健診
	 12 月	 9日㊋	 11：15～	 坂下厚生総合病院

	 1月	20日㊋	 11：15～	 坂下厚生総合病院

３歳児健診
	 1月	21日㊌	 13：00～	 柳津町銀山荘

足腰げんき教室
▶室内運動編
	12月	17日㊌	 13：30～	 町民センター

	 1月	 7日㊌	 13：30～	 町民センター	

心の健康相談（※事前申し込み必要）
	 2月	17日㊋	 13：30～	 福寿草
			※ 1月 26日㊊は中止となります。

　【申込先】町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 26年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

病棟看護師のつぶやき

押部 香澄 看護師

　毎年恒例となりました「クリスマスコンサート」を
今年も開催します。演者は声楽家の滝沢京子さんです。
ぜひ滝沢さんの高く響き渡るソプラノの歌声をお楽し
みください。

◆日　時	 12 月18日㊍
　　　　　10：00～　宮下病院1階 外来受付ロビー
　　　　　11：00～　宮下病院 2階 病棟
◆演奏者	 滝沢京子さん	（声楽家）
◆演奏曲	 クリスマスソング　ほか
問県立宮下病院 ☎（52）2321

ク リ ス マ ス宮下病院 コンサート

　10 月 25 日に三島中で行われた文化祭において「広

島市土砂災害の被災者支援の義援金」を来場した方々

に呼びかけ、校内で寄付された義援金と併せて、１１

月１９日、福島民報教育福祉事業団に福島民報社会

津坂下支局を通じて贈られました。

　この義援金は、今後、広島市や日本赤十字社に送

られ、被災者支援に役立てられることになります。

代表して義援金の目録を手渡す生徒会長の大竹昌寿くん

広島市土砂災害に義援金を寄付　三島中学校
2014.11.19

　三島町農業委員会委員補欠選挙は 11 月

4 日告示で行われ、無投票で二瓶豊さん（大

谷）が当選し、11 月 5 日長谷川四平選挙管

理委員長から当選証書を受け取りました。

　農業委員会の役割は、農業担い手の育成

や農地の有効利用により地域農業の振興を

図ること、農地の売買転用について公正に審

査すること、農業者の声を行政に反映するこ

となどです。農業委員会は毎月 20 日前後に

開催予定です。農地の売買・貸借・転用等

各種申請をされる場合は、その月の 10 日ま

でに町農業委員会まで提出してください。

農業委員に
二瓶豊さんが当選

2014.11.5

▶固定資産税　　　　   　第3 期

▶国民健康保険税　 　      第5 期

▶介護保険料　　　    　 第5 期（普通徴収）

▶後期高齢者医療保険料  第5 期（普通徴収）

12 月の納税 納期限　12 月 25 日

　　

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会への寄附

ご遺志によるもの

渡　辺　徳　彦　様（大石田）

二　瓶　庄　平　様（西　方）

上　妻　恒　宣　様（いわき市）

丹　野　光　明　様（東 京 都）

ふるさと納税
（町へのご寄附）

町へのご寄附
立正佼成会両沼協会柳津支部　様
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お 知 ら せ の ペ ー ジ

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空き巣ねらい 8 2
忍 び 込 み 10 3
事務所荒らし 1
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オートバイ盗
自 転 車 盗 12
自販機ねらい
車 上 ね ら い 1
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 1
強制わいせつ
街頭犯罪合計 34 5
全 刑 法 犯 105 8

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～9月）

三島町での刑法犯（10月）0件
国民年金基金制度のご案内
　国民年金基金は、自営業、農業な
どの国民年金の第一号被保険者の
方々がゆとりある老後を過ごせるよ
う、国民年金に上乗せする公的な年
金制度です。加入は任意で色々な年
金のタイプから現在の状況や将来設
計にあわせて選ぶことができます。

◆加入できる方
　国民年金に加入している 20 歳以上
60 歳未満の方及び 60 歳以上 65 歳未
満で国民年金に任意加入している方

※掛金は全額社会保険料控除、受け
取る年金公的年金等控除の対象にな
り、税制面で優遇されます。また、
年金受給や保証期間内にお亡くなり
になった場合、ご家族に一時金が支
払われます。
問福島県国民年金基金
☎ 0120（65）4192

会津職業能力開発促進センター
訓練生募集のお知らせ

◆コース名
「CAD・NC加工技術コース」

◆募集締切
　12月12日㊎～1月15日㊍まで
◆定員　6人

◆訓練期間

　平成 27年 2月 3日㊋～
　平成 27年 7月28日㊋まで
◆対象者
　公共職業安定所に求職登録されて
いる方で、職業訓練の受講が望まし
いと判断された方。

◆受講料　無料

◆選考日　平成 27年 1月19日㊊
※施設見学会（キャリアアップガイダ

ンス）を12月22日㊊、1月13日㊋の9：

30～ 12：30に行います。詳細は下記

お問い合わせ先までご連絡ください。

問会津職業能力開発促進センター
☎0242（26）0520 FAX 0242（26）1585

会津大学短期大学部
公開講座のお知らせ

「手作りパンを作ろう」
◆日時　12月13日㊏
　　　　10：00～ 13：00

◆講師　会津大学短期大学部
　　　　食物栄養学科 本間祐子氏

◆場所　会津大学短期大学部 調理室
（会津若松市一箕町大字八幡門田1-1）

【申込方法】
　電話・FAX・メールで 12月 9日㊋
までに下記問い合わせ先にお申込み
ください。
問会津大学短期大学部
地域活性化センター
☎0242（37）2300　FAX 0242（37）2412

放送大学
４月入学生募集

　放送大学では、平成 27 年度第 1
学期（4月入学）の学生を募集して
います。放送大学はテレビやインター
ネットを利用して授業を行う通信制
の大学です。働きながら学んで大学
を卒業したい方、学びを楽しみたい
方など、さまざまな目的で幅広い世
代、職業の方が学んでいます。
　心理学、福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学ぶこと
ができます。
◆15歳以上の方なら、1科目から学
習する選科履修生・科目履修生とし
て入学できます。
◆18歳以上の大学入学資格をお持ち
の方なら学力試験はなく、全科履修
生として入学でき、4年以上在学し
て124単位以上を修得し卒業すると、
学士（教養）の学位を取得できます。
◆出願期間　3月20日㊎まで
※資料を無料で差し上げています。
問放送大学 福島学習センター
☎ 024（921）7471

テクノアカデミー会津
在職者訓練のお知らせ

◆コース名
テクノセミナー「秘書検定（2級）受験対策」

◆内容　
　秘書検定２級の合格を目指す

◆日時　1月16日㊎・19日㊊・20日㊋
　　　　　 22日㊍・23日㊎（5日間）
　　　　　16：30～ 19：30

◆費用　受講料 5,200円
　　　　テキスト代1,296円

◆場所　テクノアカデミー会津

◆定員　10人

◆申込締切　1月5日㊊

◆申込方法
　受講申込書に記入し、下記住所へ
郵送、持参、もしくは FAXで送信し
てください。
（「受講申込」は、本校ホームページ
http://www.tc-aizu.ac.jp/ からダウン
ロードしたものをお使いください）

問テクノアカデミー会津
〒965-3527喜多方市塩川町御殿場4-16
☎ 0241（27）3221　FAX 0241（27）3312

万引きは必ず見つかります！
　当署管内において、高齢者による
万引きが増加傾向にあります。
　万引きは必ず見つかり、後悔して
も取り返しのつかないことになりま
す。絶対に万引きをしてはいけません。

◎万引きの罪は
　【刑法第235条　窃盗罪】
　他人の財物を搾取した者（他人の
物を盗んだ者）は、窃盗の罪とし、
10年以下の懲役または50万円以下
の罰金に処する。

◎万引きは、なぜみつかるの？
　人や防犯カメラが見ているからで
す。店員だけでなく、ほかのお客さ
んや私服警備員などが必ず万引きす
る様子を見ています。
　また、うまく万引きをやり過ごせた
としても、防犯カメラには、その場面
の映像が克明に記録されています。

◎万引きで捕まると
　実際に出された判決では、「120円
の缶コーヒー1本を万引きし、罰金
20万円」という高い代償が課せられ
た事例もあります。

年末年始は沢山の危険が
潜んでいます

①風邪やインフルエンザの流行

②忘・新年会での急性アルコール中毒

③餅などを喉に詰まらせてしまう

④風呂場でのヒートショック

（血圧の急激な変化によって引き起こさ

れる脳卒中など）

⑤路面凍結による転倒

◆対策◆
◉風邪やインフルエンザの予防は人
混みを避け、手洗いうがいを徹底し
ましょう。栄養のある食事を摂取し、
睡眠をしっかりとることも重要です。

◉急性アルコール中毒の防止には、
その日の体調をみて適量の飲酒を
することが大切です。飲めない人へ
の無理強いはやめましょう。

◉餅等を喉に詰まらせないために
は、小さくカットすることが有効で
す。よく噛んで飲み物と一緒に食べ
るようにしましょう。

◉ヒートショックを防ぐには、脱衣
所を暖めることや、急に湯船に入ら
ず徐々に身体を温めることが大切で
す。温度の差を小さくしましょう。

◉転倒を防ぐには滑りやすい靴を履
くのは避け、歩きやすい道を通りま
しょう。車両とすれ違う際などは無
理をして歩かず、立ち止まって待つ
ことも大切です。

問会津坂下消防署 三島出張所
　☎（52）3032

年末年始特別警戒

12月15日㊊～1月15日㊍

会津坂下消防署
三島出張所からのお知らせ

年末年始は危険がいっぱい第 66 回人権週間
12月4日～12月10日

　法務省人権擁護局と全国人権擁護
委員連合会は、12 月 4日から12 月
10日までの 7日間を「人権週間」と
して、いじめや差別、虐待、セクハラ、
配偶者やパートナーからの暴力、近
所間の騒音、その他人権にかかわる
問題について、電話相談を実施しま
す。相談は人権擁護委員及び法務局
職員が応じ、秘密は守られます。お
気軽にご相談ください。
　なお、強化週間の期間以外の日（土・
日・祝日を除く）においても、相談に応
じていますのでご利用ください。

問 福島地方法務局人権擁護課
　		福島県人権擁護委員会連合会

みんなの人権 110 番
0570-003-110

子どもの人権 110 番
0120-007-110

女性の人権ホットライン
0570-070-810

～考えよう相手の気持ち

育てよう思いやりの心～
自動車の登録はお済みですか

（移転・変更・抹消）

▶自動車税は、毎年 4月1日現在で
運輸支局に登録されている名義上の
所有者（割賦購入の場合は使用者）
に課税されます。

▶例年、「持っていない車の納税通知
書が来た」「納税通知書が来ない」な
ど多くのトラブルが発生しています。

▶納税通知書が間違いなく届くよう
に、次のような場合は3月31日まで
に運輸支局で登録手続きを済ませま
しょう。

①住所が変わった
②自動車を人に譲った
③廃車した―など
問県会津地方振興局
　県税部 課税第二課
　☎ 0242（29）5261

若者自立支援のための
人材育成セミナー開催

　ニートやひきこもりなど、若者の雇
用問題について講演会を開催します。
入場は無料です。ぜひご来場ください。

◆演題　
　『若者が明るく未来へ進むための
　希望の作り方』

◆講師　東京大学 社会科学研究所
　　　　教授　玄田 有史　氏

◆日時　1 月 27 日㊋ 14：00 ～ 16：00

◆場所　会津稽古堂１階多目的ホール

◆定員　100人

問会津地域若者サポートステーション
　（運営母体みとみ学園）
　☎ 0242（32）0011
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交通安全標語コンクール特選
齋藤美那さん（小 2）

社明運動標語コンクール特選
伊藤敏明くん（小 5）

社明運動標語コンクール特選
齋藤真歩さん（中3）

中学校生徒造形作品研究会
秀作審査会特選

星 希来里さん（中2）

第16回MOA美術展
福島県会津地方振興局長賞
坂内悠吏くん（小 5）
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、
焼
き
そ
ば
ラ
ー

メ
ン
、
お
や
き
、
い
わ
き
市
四
倉
か

ら
の
海
産
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
品

物
が
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

三
島
小
体
育
館
で
は
生
涯
学
習
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
し
た
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま

し
た
。
同
日
、
三
島
小
ま
つ
り
も
開

催
さ
れ
、
児
童
た
ち
の
学
芸
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
島
町
文
化
祭

三
島
小
ま
つ
り
同
日
開
催

楽
し
く
学
び
楽
し
く
体
験

文
化
の
日

1
1_合唱を披露した三島中生徒の
皆さん「Let	it	go～ありのままで
～」などが披露された　2_会津
みしま自然エネルギー研究会の
ブースではロケットストーブ作り
の実演が行われた　3_三島小 6
年生による太鼓演奏（三島小ま
つり）4_語り部サークルちゃん
ちゃんこによる民話の語り 4

交通安全標語コンクール特選
坂内遥人くん（中1）

社明運動標語コンクール特選
鈴木彩月さん（小 5）

社明運動標語コンクール特選
菅家諒南くん（中1）

中学校生徒造形作品研究会
秀作審査会特選

長谷川百合香さん（中2）

第34回FCT
児童画展特選

長谷川拓美くん（小 5）

2

正
し
い
操
作
で
事
故
防
止

　

毎
年
、
雪
の
季
節
に
な
る
と
、
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
除
雪
機
を
使
う
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

❶
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

❷
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が

停
止
し
て
か
ら
、
雪
か
き
棒
を
使
っ

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

❸
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完
全

に
止
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

❹
後
進
時
は
転
倒
し
た
り
挟
ま
れ
た

り
し
な
い
よ
う
、
足
元
や
後
方
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❺
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方

向
に
、
人
や
車
、
建
物
な
ど
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
除

雪
機
の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❻
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い

状
態
で
は
使
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
安
全
装
置
を
意
図
的
に
解

除
し
た
り
、
故
障
し
た
ま
ま
で
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
㈳
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　

除
雪
機
安
全
協
議
会

　

☎
03
（
３
４
３
３
）
０
４
１
５

　

http://w
w

w
.jfm

m
a.or.jp

生
涯
学
習
表
彰
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
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ＪＲ只見線全線復旧を願い
汽笛をあげて晩秋の奥会津路を駆け抜ける

　

違
法
な
伐
採
が
増
え
て
い
ま
す
︒

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

以
前
か
ら
私
有
地
の
木
が
勝
手

に
切
ら
れ
る
な
ど
、
違
法
な
伐
採

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
Ｓ
Ｌ
運
行
時
に
、
列
車
が

良
く
見
え
る
場
所
で
伐
採
さ
れ
る

事
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

町
で
は
、
被
害
の
多
い
場
所
に

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
が
、
違
法
な
伐
採
を

見
か
け
た
場
合
は
警
察
署
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

名入地内の違法伐採の様子。
切り口が古いものも多数見ら
れた。（2014年11月5日撮影）

1_名入地区を勢いよく煙をあげて走るＳＬ（試
運転時）　2_第一只見川橋梁を渡り柳津方面へ
走るＳＬ（試運転時）　3_ビューポイントでは大
勢の鉄道ファンがカメラを構えた（試運転時）　
4_三島保育所の子どもたちが一日駅長を務め乗
客を見送った　5_会津川口駅では奥会津５町村
がブースを構え乗客をもてなした。三島はコー
ヒーや地鶏の唐揚げ、クッキーなどを販売した
6_会津川口駅の転車台で方向転換するＳＬ

　ＪＲ只見線で11月8日・9日、ＳＬ只見線紅葉号が運行し、多くの鉄道ファ
ンが奥会津を訪れました。会津宮下駅では会津地鶏を使用した弁当やけ
んちん汁を販売したほか、終点の会津川口駅では奥会津 5町村が特産品
などをＰＲし乗客を温かく迎えました。	
　紅葉の中を走るＳＬを撮影しようと、沿線の撮影ポイントは多くの写
真愛好者であふれました。また同月3日から5日にかけての試運転でも、
多くの撮影者で込み合いました。

1
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3

4
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